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　目的　進午僥泉む恂の増大と共に生募は暴や

素材としての才リコ漕もそのふ棟の特性から漱乖ト菓子・冷泉・パン・デザ｀一卜類に幅広

く添ｶﾛされていろ。東考らは，生家の中で釆良象のものを匙びこれにか片mを加えた£

東オリゴジャムを試作した。これら・生策抑ゴ沁ムの食水性‥尿存性及び特性を兼絆

した。

　ぬ

の象久私のものを用いた。②オリゴ糖は亦販のフラクトオリゴ糖を後用し隔⑤£策を熱

水相公次いで沸,鳶眺いて才リゴ瀦・ペクチン・大匠甘味斯をめ畑した。兼後にクエン酸で

酸味を調をした。これを／0 °cて｀冷蔵界存した。④同時にかﾉｺ漕・代わりにシ・競を条

加した伺ムを作り，濃さ・甘味･酸味溥について唇堺草査を行なった。⑦品質について

は，休仔期間すの還元朧の犬ｲ比一般生繭教･大腸g自僻・力じ試験をふ力行なづこ，⑥生

象才リブシV A とショ聯黍加ジャム,を軽口摂敢して血肴値を測史し比較漱討した。

　桔奪生東ジ々ムは澱走して保将旧教の拾遺とともに是え聘t.力哨加した。これは，生

莱原料のp^ 岫希酸か^）に允可していろh考えろ。導存期闇申の一般生菌数･方，腸循

群りどべ験ともダヶ馴幟まも何ら夙弗は認められなかっ隔オリブ肩漸如ジャムを経

口摂臥した場冶ヽ<r>銀糖値はシ-5糖奈如ジャムに比べいずれも他い値を万ヽした。參象雅次に

ついては，杓杞子・女良子はオリゴ馳奉加ジャムが，大友･龍眼御・山朱軋はシ・競添部

淑Aが> それt'｀れ飢ヽ修好性を示した。
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　目的　いちじくは古＜が｀ら清用や兼用（匙向医療葉）tしT刺m^れてきた，近年雁知

県ヨ,何地.方では．楊ｲ翔転襖作物としTりちじ（を見直し, 折だな健庸奢＆とし一乙ジャム

やワインの幽花をしてLI :&.そ・Xヽ，果爽や加工晶の凛物療帷,;珪a む研免を行・だ．

　方m,　成唇の賓格:5（;殿溥）果気，シ･ヤム，ワイン亀7'レ3 －･しk. 共,^y奮砕し，ア/レ

コー/レそ唐物（A I 5 ）左傾喊しr~. 冷トSを斌料としZ, 酵専一安曇塙（Fr-おり落）|を

用いて/^呻吟恰（PF）左免量し托．旅留＊:，ヘキサメタリン酸，i*J峻t｀ベクチこ質色々

＆柏翁し. 名画･分のペクチン包カノレバヽy”-ﾉしぷ丸戦端で変量した．粋を冷,遮.庚体クa マトゲ

ラフf t’分袴ヽ梵蚕し斥．ジャA ヒワインの･智鯖捜査乞行い，練軽部建をL て芦擦した．

　辞屎　DF曼は果哭･り残長･こ伴，て増加し，果慨目固が約剪^の吻fﾌﾞ最tが< （lﾀ吋/i）

-その惰戊怒,りず7 X 滅少ら戌を果袈（的ド3り八ロ）ではﾉﾀﾞﾀﾘﾉ9であった．ペクチン暴,ま乗

勉犀鸞（釣’り／tp）吋ﾀ＜（μ岬淮），戎気･μわ-Z 碑少レたC 残箆犀知りり/|），未熟呆欠C

匈りA悍）偽叫ク今ン各A賎石「命複ペクチンり*・・T'あっ尺c タ刄）*^-，戚魅fと伴フて

恥寿僅ペクチンい/りめ刺身i,’＆くな，＆( 政包果知wp^^y,，HP nり.果灸のP F 母

匹お4つ^ベクやンり制令,-i- . 衆鮫果実･rヽ島< はﾀり．殉教聚哭r-俄く口・'/,）な・た．ジャ

ムCりDF蜃i± ？･？>.*/fで，そ<^ 中ぺ・ク今ン量がUぶ刄を占あた，ワ･ダンのt>r-i（^.(・>/／fu）

はぶと" ’フワづン’･/μ歯昔z"彦■>だ・果夷の成長,=1-半，T雅量*-'増カロり戌勉果虞・袖量は

/3 % で,ｸ勺レコースぶ･2%，フラクトース外ク% １･･あ・r<。官能携i.り酷衰，蛎合抒価で

ジ・∠，はIりi" ジャAよI) 浹"3 i.?<o-o／ハワイこノ^t^勢舞がしヒ評He> ? れPz，


